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◆テストベッド分科会 2023年度活動報告
• 活動体制
• 活動内容
• 活動実績
◆テストベッド分科会、各タスクフォースの活動報告
• テストベッド分科会
• ユーザ連携・循環進化検討タスクフォース
• B5Gネットワークタスクフォース
• データ分析・可視化タスクフォース
• データ連携・利活用タスクフォース
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テストベッド分科会 2023年度活動体制（１/２）
テストベッド分科会は、2021年度より
新体制で活動
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テストベッド分科会 2023年度活動体制（２/２）

会議体 目的 リーダ メンバ

テストベッド分科会
テストベッドの在り方を議論
他フォーラム、コンソーシアムとの連
携

名古屋大学
河口 -

タスク
フォース

ユーザ連携・循環進化
検討タスクフォース

テストベッド利用者間の連携促進及び、
テストベッドの循環進化創出の検討

名古屋大学
河口 TB利用者等

B5Gネットワーク
タスクフォース

B5G時代に向けたネットワークテスト
ベッドの在り方を検討

九州工業大学
池永教授 現行メンバ

データ分析・可視化
タスクフォース

テストベッドに実装すべきデータ分
析・可視化機能を検討

名古屋大学
河口

現行メンバ
及び随時推
薦・募集

データ連携・利活用
タスクフォース

テストベッドにおけるデータ連携・利
活用の
在り方を検討

NICT
永野様 現行メンバ
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会議体 活動内容 会合
頻度

テストベッド分科会
・活動方針・活動実績報告
・講演／事例紹介
・「高信頼・高可塑B5G/IoTテストベッド」の機能拡張について

２回/年

タスク
フォース

ユーザ連携・循環進化検
討タスクフォース

・テーマを決めて情報共有（ユーザコミュニティの形成）
・利用事例紹介

（「高信頼・高可塑B5G/IoTテストベッド」の利用事例紹介含む）
２回/年

B5Gネットワーク
タスクフォース

・ニーズのヒアリング
・利活用事例の共有
・テストベッド利用活性化に向けた検討

随時

データ分析・可視化
タスクフォース

・テストベッドに実装すべきデータ分析・可視化機能の検討
・サンプルプログラム（ツール）の試作 随時

データ連携・利活用
タスクフォース

・「高信頼・高可塑B5G/IoTテストベッド」におけるデータ連携・利活用技術の
在り方を議論 随時
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ユーザ連携・循環進化検討
タスクフォース

B5Gネットワーク
タスクフォース

データ分析・可視化
タスクフォース

データ連携・利活用
タスクフォース

▲
第14回(8/30)

▲
第16回(2/6)

▲
第15回(11/21)

▲
第5回(9/5)

▲
第6回(2/20)

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

テストベッド分科会
第15回(10/17) 第16回(3/8)

・利用事例紹介
・高信頼・高可塑B5G/IoTテストベッド循環進化のシナリオ
・海外テストベッドの利用事例調査報告

・講演 ・分科会活動報告
・利用事例紹介
・今後に向けたフリーディスカッション

・利用事例紹介
・「高信頼・高可塑B5G/IoTテストベッド」デモ
・よろず相談会

フォーラム
総会

(3/27)

▲
第5回(9/5)

▲
ハンズオン体験会(12/19)

テストベッド分科会 2023年度活動実績

▲
第2回(6/27 メンバのみ)

・B5G社会実装に向けたテストベッドにおける「連携」について
・「複数のテストベッド環境の活用と期待」について議論
・よろず相談会 第２弾

・ユーザ連携・循環進化検討
タスクフォースと合同開催

・B5Gモバイルテストベッドのオン体験会
＠九州工業大学戸畑キャンパス

・研究事例紹介
・データ分析・可視化ツールのDCCSへの取込構想
・データ分析・可視化ツールに関する本年度の取組

・研究事例紹介
・データ分析・可視化ツール
について

・研究事例紹介
・データ分析・可視化ツール
について

・NICT保有データについて
・NICT外機関保有のデータについて
・今後の進め方／意見交換
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ユーザ連携・循環進化検討
タスクフォース

B5Gネットワーク
タスクフォース

データ分析・可視化
タスクフォース

データ連携・利活用
タスクフォース

▲
第14回(8/30)

▲
第16回(2/6)

▲
第15回(11/21)

▲
第5回(9/5)

▲
第6回(2/20)

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

テストベッド分科会
第15回(10/17) 第16回(3/8)

・利用事例紹介
・高信頼・高可塑B5G/IoTテストベッド循環進化のシナリオ
・海外テストベッドの利用事例調査報告

・講演 ・分科会活動報告
・利用事例紹介
・今後に向けたフリーディスカッション

・利用事例紹介
・「高信頼・高可塑B5G/IoTテストベッド」デモ
・よろず相談会

フォーラム
総会

(3/27)

▲
第5回(9/5)

▲
ハンズオン体験会(12/19)

テストベッド分科会 2023年度活動実績

▲
第2回(6/27 メンバのみ)

・B5G社会実装に向けたテストベッドにおける「連携」について
・「複数のテストベッド環境の活用と期待」について議論
・よろず相談会 第２弾

・ユーザ連携・循環進化検討
タスクフォースと合同開催

・B5Gモバイルテストベッドのオン体験会
＠九州工業大学戸畑キャンパス

・研究事例紹介
・データ分析・可視化ツールのDCCSへの取込構想
・データ分析・可視化ツールに関する本年度の取組

・研究事例紹介
・データ分析・可視化ツール
について

・研究事例紹介
・データ分析・可視化ツール
について

・NICT保有データについて
・NICT外機関保有のデータについて
・今後の進め方／意見交換
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テストベッド分科会【第15回：9/27】
 NICT が提供する「高信頼・高可塑B5G/IoT テストベッド」

が運用を開始して１年が経過し、様々な研究開発で活用
テストベッドの利用事例を紹介

①「先進的仮想化ネットワーク連携検証実験
の取組」 NICT 平山孝弘

②「九州工業大学におけるB5Gモバイル環境
を活用したワークショップの開催」
九州工業大学 塚本和也

 各テストベッド環境の相互利用を可能としていく今後の取
組を紹介

「高信頼・高可塑B5G/IoTテストベッド 循環進化のシナリオ」
NICT 児島史秀

 海外で運用されているテストベッドやその利用事例を共有
海外テストベッドの利用事例調査報告
三菱総合研究所

②九州工業大学でのワークショップの開催

①先進的仮想化ネットワーク連携検証実験の取組

高信頼・高可塑B5G/IoTテストベッド循環進化のシナリオ
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ユーザ連携・循環進化検討
タスクフォース

B5Gネットワーク
タスクフォース

データ分析・可視化
タスクフォース

データ連携・利活用
タスクフォース

▲
第14回(8/30)

▲
第16回(2/6)

▲
第15回(11/21)

▲
第5回(9/5)

▲
第6回(2/20)

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

テストベッド分科会
第15回(10/17) 第16回(3/8)

・利用事例紹介
・高信頼・高可塑B5G/IoTテストベッド循環進化のシナリオ
・海外テストベッドの利用事例調査報告

・講演 ・分科会活動報告
・利用事例紹介
・今後に向けたフリーディスカッション

・利用事例紹介
・「高信頼・高可塑B5G/IoTテストベッド」デモ
・よろず相談会

フォーラム
総会

(3/27)

▲
第5回(9/5)

▲
ハンズオン体験会(12/19)

テストベッド分科会 2023年度活動実績

▲
第2回(6/27 メンバのみ)

・B5G社会実装に向けたテストベッドにおける「連携」について
・「複数のテストベッド環境の活用と期待」について議論
・よろず相談会 第２弾

・ユーザ連携・循環進化検討
タスクフォースと合同開催

・B5Gモバイルテストベッドのオン体験会
＠九州工業大学戸畑キャンパス

・研究事例紹介
・データ分析・可視化ツールのDCCSへの取込構想
・データ分析・可視化ツールに関する本年度の取組

・研究事例紹介
・データ分析・可視化ツール
について

・研究事例紹介
・データ分析・可視化ツール
について

・NICT保有データについて
・NICT外機関保有のデータについて
・今後の進め方／意見交換
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第５回はB5Gネットワークタスクフォースとの共同開催
活動概要（開催日｜2023/9/5）
 共同開催によりタスクフォースを横断しての情報共

有を推進
 NICTが整備する「高信頼・高可塑B5G/IoTテスト

ベッド」をデモにて紹介
①「B5G共用研究開発テストベッドを用いた広帯域・低遅延リアルタイム
配信処理プラットフォームの研究開発」
神奈川工科大学／瀬林克啓、丸山充 大同大学／君山博之 ミ

ハル通信株式会社／加藤康久、青木弘太

②「高信頼・高可塑B5G/IoTテストベッド」デモ NICT 総合テストベッド
研究開発推進センター

 初の取組として事前にお寄せいただいた疑問・質問
に答える「よろず相談会」を実施

①広帯域・低遅延リアルタイム配信処理プラットフォーム

②「高信頼・高可塑
B5G/IoTテストベッド」
デモ
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第６回はテストベッドの「連携」にフォーカス
活動概要（開催日｜2024/2/20）
①「B5G社会実装に向けたNICT総合テストベッドにおける「連携」について」
NICT 児島史秀

②フリーディスカッション「複数のテストベッド環境の活用と期待」

① B5G社会実装に向けたNICT総合テストベッドにおける「連携」
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ユーザ連携・循環進化検討
タスクフォース

B5Gネットワーク
タスクフォース

データ分析・可視化
タスクフォース

データ連携・利活用
タスクフォース

▲
第14回(8/30)

▲
第16回(2/6)

▲
第15回(11/21)

▲
第5回(9/5)

▲
第6回(2/20)

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

テストベッド分科会
第15回(10/17) 第16回(3/8)

・利用事例紹介
・高信頼・高可塑B5G/IoTテストベッド循環進化のシナリオ
・海外テストベッドの利用事例調査報告

・講演 ・分科会活動報告
・利用事例紹介
・今後に向けたフリーディスカッション

・利用事例紹介
・「高信頼・高可塑B5G/IoTテストベッド」デモ
・よろず相談会

フォーラム
総会

(3/27)

▲
第5回(9/5)

▲
ハンズオン体験会(12/19)

テストベッド分科会 2023年度活動実績

▲
第2回(6/27 メンバのみ)

・B5G社会実装に向けたテストベッドにおける「連携」について
・「複数のテストベッド環境の活用と期待」について議論
・よろず相談会 第２弾

・ユーザ連携・循環進化検討
タスクフォースと合同開催

・B5Gモバイルテストベッドのオン体験会
＠九州工業大学戸畑キャンパス

・研究事例紹介
・データ分析・可視化ツールのDCCSへの取込構想
・データ分析・可視化ツールに関する本年度の取組

・研究事例紹介
・データ分析・可視化ツール
について

・研究事例紹介
・データ分析・可視化ツール
について

・NICT保有データについて
・NICT外機関保有のデータについて
・今後の進め方／意見交換
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ユーザ連携・循環進化検討
タスクフォース

B5Gネットワーク
タスクフォース

データ分析・可視化
タスクフォース

データ連携・利活用
タスクフォース

▲
第14回(8/30)

▲
第16回(2/6)

▲
第15回(11/21)

▲
第5回(9/5)

▲
第6回(2/20)

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

テストベッド分科会
第15回(10/17) 第16回(3/8)

・利用事例紹介
・高信頼・高可塑B5G/IoTテストベッド循環進化のシナリオ
・海外テストベッドの利用事例調査報告

・講演 ・分科会活動報告
・利用事例紹介
・今後に向けたフリーディスカッション

・利用事例紹介
・「高信頼・高可塑B5G/IoTテストベッド」デモ
・よろず相談会

フォーラム
総会

(3/27)

▲
第5回(9/5)

▲
ハンズオン体験会(12/19)

テストベッド分科会 2023年度活動実績

▲
第2回(6/27 メンバのみ)

・B5G社会実装に向けたテストベッドにおける「連携」について
・「複数のテストベッド環境の活用と期待」について議論
・よろず相談会 第２弾

・ユーザ連携・循環進化検討
タスクフォースと合同開催

・B5Gモバイルテストベッドのオン体験会
＠九州工業大学戸畑キャンパス

・研究事例紹介
・データ分析・可視化ツールのDCCSへの取込構想
・データ分析・可視化ツールに関する本年度の取組

・研究事例紹介
・データ分析・可視化ツール
について

・研究事例紹介
・データ分析・可視化ツール
について

・NICT保有データについて
・NICT外機関保有のデータについて
・今後の進め方／意見交換

12



データ分析・可視化タスクフォースの目的

目的： IoT 技術の普及においては、データを収集するだけでなく、データを分
析・可視化する技術が不可欠であるが、データ分析や可視化などの ツールやノ
ウハウが十分に共有されていない。そこで、テストベッド分科会の下に、「データ
分析・可視化タスクフォース(TF)」 （リーダ河口）を創設。ツールやノウハウ を
共有、データ分析・可視化のためのテストベッド はどうあるべきかを検討

活動概要
 事例研究
 ツールの試作

ニーズと要素技術を調査し、
データ利活用を促進する
可視化サンプルプログラムの
要件を検討（2020年度)、
試作開発を開始(2021年度)
機能拡張を実施(2022年度～)
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データ分析・可視化サンプルプログラムの試作
時系列・地理空間情報に関するデータ分析・可視化サンプルアプリケーション
 特⾧

– 簡易的に時空間データを動的に可視化分析できるツール
– テストベッド内でデータの取扱が広がる中で、共通的な

ライブラリやツールとして作成
– オープンソース、オープンAPI、オープンデータ、のみで構成
– 作成したライブラリやアプリケーションは、OSS化しGitHub

にて公開

https://github.com/nict-testbed-dalab

– ライブラリの実装例として、Mapbox(2次元)ベースと
iTowns(3次元)ベースのWebGISサンプルアプリを試作
（右図）

– パフォーマンスの観点で地図データや地理情報は
ベクトルタイル画像化
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活動成果：データ分析・可視化ツールの事例研究
 関連分野の研究者開発者を招き、研究開発で用いられている

データ分析や可視化などのツール利活用を中心とした研究開発事例を紹介
 本TFとの連携やサンプルアプリへのフィードバックの可能性を議論

①「ShonanFutureVerse:仮想都市未来像にもとづく超解像度バックキャスティングCPS基盤
におけるデータ可視化に関する取り組み」 （株）アイ・トランスポート・ラボ 小宮粋史

②「ミリ波ローカル５Gの通信品質可視化に関する取り組み」 大阪大学下西英之
③「実世界データ醸造基盤の実現に向けて」 （株）ExData 永田吉輝
④「CyReal（サイリアル）実証環境でのワイヤレスエミュレーション検証データの取り込み手法」
NICT 宮地利幸

⑤「DATA-EXとデータ利用権取引市場の概要」 一般社団法人データ社会推進協議会 眞野浩
⑥「LINEヤフーに蓄積される位置履歴情報の解析」 LINEヤフー研究所 坪内孝太
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活動成果：分析・可視化サンプルプログラムの機能拡張

分析・可視化サンプルプログラムを、より使いやすいものにしていくため
の取組にフォーカスし、機能拡張、性能評価を実施。

① 可視化強化
・MapLibreベースのデータ分析・可視化ツールの作成

② 可視化処理性能の検証
・データ前処理機能の評価・改善作業

③ ツール導入のしやすさを検証
・第三者によるデータ分析・可視化ツールの導入検証を実施
・ドキュメント改善等へフィードバック
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ユーザ連携・循環進化検討
タスクフォース

B5Gネットワーク
タスクフォース

データ分析・可視化
タスクフォース

データ連携・利活用
タスクフォース

▲
第14回(8/30)

▲
第16回(2/6)

▲
第15回(11/21)

▲
第5回(9/5)

▲
第6回(2/20)

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

テストベッド分科会
第15回(10/17) 第16回(3/8)

・利用事例紹介
・高信頼・高可塑B5G/IoTテストベッド循環進化のシナリオ
・海外テストベッドの利用事例調査報告

・講演 ・分科会活動報告
・利用事例紹介
・今後に向けたフリーディスカッション

・利用事例紹介
・「高信頼・高可塑B5G/IoTテストベッド」デモ
・よろず相談会

フォーラム
総会

(3/27)

▲
第5回(9/5)

▲
ハンズオン体験会(12/19)

テストベッド分科会 2023年度活動実績

▲
第2回(6/27 メンバのみ)

・B5G社会実装に向けたテストベッドにおける「連携」について
・「複数のテストベッド環境の活用と期待」について議論
・よろず相談会 第２弾

・ユーザ連携・循環進化検討
タスクフォースと合同開催

・B5Gモバイルテストベッドのオン体験会
＠九州工業大学戸畑キャンパス

・研究事例紹介
・データ分析・可視化ツールのDCCSへの取込構想
・データ分析・可視化ツールに関する本年度の取組

・研究事例紹介
・データ分析・可視化ツール
について

・研究事例紹介
・データ分析・可視化ツール
について

・NICT保有データについて
・NICT外機関保有のデータについて
・今後の進め方／意見交換
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（開催日｜2023/6/27）

DCCS利用者コミュニティによるシステム開発を通じ、データが循環する
エコシステムの構築についてメンバー間で意見交換を実施

①NICT AIデータテストベッド、NICT総合テストベッドで
提供中・整備中データ、NICTのHPで提供しているデータについて紹介

②ユースケース（スマート都市交通、自動運転、交通・移動・物流、
スマートシティ）を基に調査したNICT外のデータ、について紹介

18データ連携・利活用タスクフォース



テストベッド分科会：活動報告まとめ

• 複数のタスクフォースを通じて、様々な活動を実施

• ハンズオン体験会やよろず相談会において、
参加者の生の声を継続的に集約

• 利活用につなげるにはテストベッドを知らない方にも
イメージをつかんでもらえるような取組みが大切

• 分析・可視化ツールは、第三者検証を実施し、
性能面やドキュメントについてフィードバックに
基づき改善
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